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ェントの設定は以下の表 1 に示す。 
 
     表 1 : エージェント設定 
エージェント総数 300 人 
     歩行速度 1m/s 
      視界 10m   
音声伝達距離 10m 
避難場所を知っている確率 P₀ 
追従する確率  P₁ 








5 シミュレーション結果  




行った結果を図 1 に示す。 
P₀=0 の場合、P₁の値にかかわらず、避難完了者数の増
加はほとんど変わらない結果となった。 










ョンを行った結果を図 2 に示す。 
P₀の値が等しいとき、P₂の値が大きいほど、避難完了者
数が増加することが分かった。P₀=0.1,P₂=0.1 の時と、P₀
＝0.5,P₂=0 の時を比べると、避難完了者数の増加の仕方
がほとんど同じことから、避難場所を知っている人が少な
くても、追従促進行動を行う人が多ければ多いほど、避難
が完了する確率が高くなることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6まとめ 
 避難場所を知らない人が多い地域では、追従してもしな
くても、避難に遅れが生じることが明らかになった。その
ため、日ごろから、地元だけでなく、通学路などの避難場
所を確認する必要である。また、追従促進行動が、避難に
大きな影響を与えることが分かった。非常事態に周りに声
をかけることは、とても難しいことだが、率先して行って
いく必要があると考える。 
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